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1. はじめに： 

近年、Si 太陽電池への応用に向けてダウンコ

ンバージョン（DC）による波長変換蛍光体材

料に関する研究が盛んに進められている 1)。ダ

ウンコンバージョンとは、高い光子エネルギー

を持つひとつの光子から 2 つの低エネルギー

光子に変換する現象を指す。特に Tb や Tm を

1 光子生成センター、Yb を 2 光子放出センタ

ーとして共賦活した蛍光体材料は、Tbや Tmに

よる紫外光吸収からYbへのエネルギー輸送に

よる赤外発光（980 nm）を生じ、近赤外域での

吸収バンドをもつ Si 太陽電池への応用が期待

されている 2), 3)。我々の研究室では今回、組成

の違いから異なる母体吸収バンドを示すスト

ロンチウムアルミネート系材料を、Tm, Yb 系

の母体として着目し、SrAl12O19 に Tm, Yb を

共賦活した蛍光体を大気雰囲気下で作製し、そ

の発光特性の評価を行った。 

2. 試料作製と測定方法： 

原料粉末である SrCO3,Al2O3,Yb2O3,Tm2O3

を溶融剤として H3BO3 を混合し、アルミナボ

ート上で 1400℃で 3 時間熱処理を行い、Tm,Yb

共賦活 SrAl12O19 蛍光体を作製した。元素モル

比 Sr:Yb:Tm=(1-x-y):x:y とした。溶融剤である

H3BO3は原料粉末Al2O3に対して 14%の重量比

で混合した。作製した試料はフォトルミネセン

ス(PL)測定等で評価した。 

3. 実験結果： 

Fig. 1 は、Tm:Yb 賦活濃度比 0:10 および 1:10

の試料に対する室温での PLE 測定の結果を示

す。図中の 980 nm 付近に Yb3+の電子遷移に対

応する発光が確認できる。また 800 nm 付近の

ブロードな発光は母体の発光である。図より

Tm をドープすることで Yb の発光強度が顕著

に増加していることがわかる。これは Tm から

Yb へのエネルギー輸送し、DC 挙動の観測を

示唆するものであると考えられる。本講演では、

この Tm,Yb の DC 挙動の濃度依存性や他のス

トロンチウムアルミネート系母体での Tm,Yb

賦活蛍光体の発光特性の評価を報告する。 
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Fig. 1: Photoluminescence spectra for Tm, Yb co-

doped SrAl12O19 phosphors with Tm:Yb 

concentration ratios of 0:10 and 1:10. 
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